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市
内
で
交
通
死
亡
事
故
多
発
！

1
カ
月
間
に
死
者
2
人

　

昨
年
の
市
内
の
交
通
死
亡
事
故

は
6
件
で
し
た
が
、
今
年
は
す
で

に
、
1
月
31

日
時
点
で
2

件
の
交
通
死

亡
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
は
、決
し
て「
他
人

事
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
瞬
の
油

断
で
起
る
交
通
事
故
が
、自
分
だ

け
で
な
く
周
囲
の
方
の
人
生
も
狂

わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。あ
な
た
が

「
絶
対
に
事
故
に
遭
わ
な
い
」と
い

う
保
証
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
ま
し
ょ

う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者
の
皆
さ

ん
は
次
の
こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー

・
脇
見
運
転
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

歩
行
者
に
注
意

し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
。
制
限
速
度
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
、

薄
暮
れ
時
や
雨
天
時
に
は
、
特

に
注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者

・
道
路
を
横
断
す
る

と
き
は
、
止
ま
っ

て
左
右
の
安
全
確

認
を
し
っ
か
り
し

ま
し
ょ
う
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
少

し
遠
回
り
で
も
、
横
断
歩
道
や

信
号
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
が
走
っ
て
来
た
と
き
は
、

絶
対
に
横
断
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
明

る
い
服
装
を
心
掛
け
、
反
射
材

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
、
事
故
を
起
こ
し
た
ら
、

次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
事
故
の
続
発
を
防
ぐ
た
め
に
、

安
全
な
場
所
に
車
を
移
動
さ
せ
、

エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

②
負
傷
者
が
い
る
場
合
は
、
1 

1
9
番
に
連
絡
し
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
、
ガ
ー
ゼ
や
ハ

ン
カ
チ
で
止
血
す
る
な
ど
、
可

能
な
応
急
救
護
処
置
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

③
1
1
0
番
に
連
絡
し
、事
故
の
状

況
を
警
察
に
報
告
し
ま
し
ょ
う
。
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昨
年
の
市
内
で
発
生
し
た
火

災
・
救
急
・
救
助
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※（　

）内
…
平
成
20
年
比

●
火
災

　

火
災
件
数
は
39
件（
4
件
増
）で
、

死
傷
者
数
は
8
人（
死
者
数
2
人

増
、
負
傷
者
数
3
人
減
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
救
急

　

救
急
出
場
件
数
は
3
、
3
4
2

件（
46
件
減
）で
、
搬
送
人
員
は
3
、

1
9
5
人（
61
人
減
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
主
に
ス
キ
ー
事
故
な
ど
に

ド
ラ
イ
バ
ー
と

歩
行
者
の
皆
さ
ん

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

事
故
を
起
こ
し
た
ら

〈市内の1月の交通死亡事故発生状況〉

発生日時 発生場所 事故形態 死者

1月19日（火）
午前10時55分

九日市中町
　軽四と大型ダン
プが正面衝突した

（軽四）
73歳・男性

1月21日（木）
午後7時26分

江本
　軽四が歩行者を
はね、別の軽四が
さらにはねた

（歩行者）
70歳・男性

※軽四…四輪軽自動車

平
成
21
年
の

火
災・救
急・救
助
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

よ
る
搬
送
者
が
減
少
し
ま
し
た
。

●
救
助

　

救
助
出
動
件
数
は
85
件（
31
件

増
）で
、
内
64
件
の
救
助
活
動（
31

件
増
）を
実
施
し
、
57
人（
16
人

増
）を
救
出
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
消
防
署
予
防
係

　

☎
24

－

1
1
1
9

〈火災原因〉
ごみなどの焼却火 10
放火 4
電気・電話などの配線 4
たばこ 3
電気機器など 3
こんろ 2
ストーブ 2
その他・不明・調査中 11

〈火災〉
火災件数 39

種別

建物 22
林野 1
車両 4

その他 12
死者 4

負傷者 4
損害額（万円）9,322

〈救助〉

出動件数 85

種
別

火災 11

交通
事故

48

水難 4

その他 22

〈救急〉
出場件数 3,342

種
別

急病 2,096

交通
事故

395

一般
負傷

501

その他 350

〈搬送された人の
病気やけがの程度（人）〉

程度別 死亡 重症 中等症 軽症

急病 70 249 588 1,074

交通事故 5 21 40 340

一般負傷 5 39 115 323

その他 7 75 137 106

合計 87 384 880 1,843
※必要な人に救急車を！！
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平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料（
定
額
）は
、月
額
1 

5
、1
0
0

円（
付
加
保
険
料
4
0
0
円
）に
な

り
ま
し
た
。こ
の
改
定
に
伴
い
前

納
保
険
料
も
左
表
の
と
お
り
変
わ

り
ま
す
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
3
月
13
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
3
月
1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15

日（
月
）・23
日（
火
）・29
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
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●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構 

豊
岡
年
金
事

　

務
所
☎
22
－
0
9
4
5

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

●
就
職
先
に
年
金
手
帳

の
提
出
が
必
要
で
す

　

会
社
員
な
ど
に
な
る
20
歳
以
上

の
方
は
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第

1
号
被
保
険
者
か
ら
第
2
号
被
保

険
者
に
変
わ
り
ま
す
。
手
続
き
は

勤
務
先
が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず

年
金
手
帳
を
提
出
く
だ
さ
い
。

　

年
金
の
基
礎
年
金
番
号
は
、
公

的
年
金
共
通
の
番
号
で
、
転
職
や

退
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制
度

が
変
わ
っ
て
も
変
更
し
ま
せ
ん
。

　

今
春
、
就
職
す
る
学
生
の
方
は
、

勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
よ
う
、
年
金
手
帳
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
方
は
、

市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
住
所
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　

年
金
受
給
中
の
方
が
引
越
し
に

よ
り
、住
所
や
年
金
受
取
の
金
融

機
関
を
変
更（
注
）す
る
と
き
は
、

「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届（
は
が

き
様
式
）」を
新
住
所
地
の
年
金
事

務
所
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
事
務
所
で
住
所
変

更
処
理
が
済
む
ま
で
は
、
年
金
に

関
す
る
郵
便
物
が
前
住
所
地
へ
届

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
郵
便

局
で
郵
便
物
転
送
依
頼
も
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
注
…
新
し
い
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
口
座
番
号
の
証
明

を
受
け
、
次
の
年
金
支
払
日
の

1
カ
月
前
ま
で
に
手
続
き
く
だ

さ
い
。
そ
の
場
合
、
変
更
後
の

金
融
機
関
の
口
座
で
年
金
受
取

を
確
認
す
る
ま
で
は
、
旧
口
座

は
解
約
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、原
則
65
歳

か
ら
の
受
給
で
す
が
、希
望
す
れ

ば
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
減

額
さ
れ
た「
繰
上
げ
支
給
」の
年
金

や
、66
歳
以
降
に
増
額
さ
れ
た「
繰

下
げ
支
給
」の
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
受
給
資
格
が
あ
る

方
に
限
り
ま
す
。

●
早
く
受
け
取
る「
繰
上
げ
支
給
」

　

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
で
、請

求
し
た
と
き
の
月
単
位
の
年
齢
に

よ
り
、「
減
額
率
」が
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
度
決
ま
っ
た
減
額
率

は
、
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
繰
上
げ
支
給
を
受

け
た
後
は
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
の
任
意
加
入
中
は
、
繰

上
げ
支
給
を
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

●
後
で
受
け
取
る「
繰
下
げ
支
給
」

　

66
歳
以
降
で
、請
求
し
た
と
き

の
月
単
位
の
年
齢
に
よ
り
、「
増
額

率
」が
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
度
決
ま
っ
た
増
額
率

は
、
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

平
成
22
年
度
の

年
金
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

今
春
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
へ

前納の保険料表
納付方法 1カ月分 6カ月分 1年分
現金支払
（毎月） 15,100円 90,600円 181,200円

現金支払
クレジット
（前納）

【割引額】
- 89,860円

【740円】
177,980円

【3,220円】

口座振替
（前納）

【割引額】
15,050円
【50円】

89,570円
【1,030円】

177,400円
【3,800円】

年
金
受
給
中
で
引
越
し
す
る
方
へ

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
・
繰
下
げ
支
給

減額率=0.5％×繰上げ請求時から
　　　  65歳になる月の前月まで
           の月数

【例】満額（平成21年度792,100円）
　     の老齢基礎年金を受ける方
・60歳0カ月での請求
　減額率…0.5％×60月=30％
　受給額…554,500円
・60歳１カ月での請求
　減額率…0.5％×59月=29.5％
　受給額…558,400円

増額率=0.7％×65歳になった月から
           繰下げを申し出た月の前月まで
           の月数

【例】満額（平成21年度792,100円）
　     の老齢基礎年金を受ける方
・66歳０カ月での請求
　増額率…0.7％×12月=8.4％　
　受給額…858,600円
・66歳１カ月での請求
　増額率…0.7％×13月=9.1％　
　受給額…864,200円


